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対策案の事業費等について

■各対策案の事業費等についても、現計画と同様に社会経済情勢の変化を踏まえた精査を実施しました。

【利水対策案】 【流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）対策案】

※総概算コストは建設コストおよび維持管理費50年分の合計額。
※維持管理費には毎年定常的に要する費用と機械交換等の突発的・定期的な費用を計上。
※木曽川水系連絡導水路のコストは現行の費用負担割合に基づいた目的別の費用を計上。
※ダム使用権の振替案は目的地点までの導水施設の費用であり、ダム使用権等の振替に要する費用は不確定。

1

概略評価時点

建設コスト
（億円)

維持管理費
(百万円/年)

現計画 木曽川水系連絡導水路 約400 約759 約694 約130

対策案2 ダム再開発（かさ上げ） 約3,600 約4,680 約4,220 約920

対策案3 他用途ダム容量の買い上げ 不確定 不確定 不確定 不確定

対策案5 利水単独導水施設 約700 約1,465 約1310 約310

対策案6 地下水取水 約2,000 約2,810 約1,280 約3,060

対策案9 ダム使用権の振替
約1,300
+不確定

約1,820
+不確定

約1,160
+不確定

約1,320

対策案10 既得水利の合理化・転用 不確定 不確定 不確定 不確定

総概算コスト
(億円)

総概算コスト
(億円)

精査結果 概略評価時点

建設コスト
（億円)

維持管理費
(百万円/年)

現計画 木曽川水系連絡導水路 約700 約1,443 約1,318 約250

対策案2 ダム再開発（かさ上げ） 約2,300 約3,310 約3,010 約600

対策案3 他用途ダム容量の買い上げ 不確定 不確定 不確定 不確定

対策案5 治水単独導水施設 約1,000 約2,135 約1,950 約370

対策案7 ため池 約5,100 約7,605 約6,640 約1,930

対策案8 ダム使用権の振替
約2,300
+不確定

約3,300
+不確定

約2,780
+不確定

約1,100

対策案9 既得水利の合理化・転用 不確定 不確定 不確定 不確定

総概算コスト
(億円)

総概算コスト
(億円)

精査結果


